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会 議 記 録 

 

会  議  名 令和元年度第１回魅力ある屋島再生協議会 

開 催 日 時 令和元年６月６日(木) １８時００分～１９時３０分 

開 催 場 所 高松市役所 １１階１１４会議室 

議     題 

(１) 役員の選出について 

(２) 魅力ある屋島再生協議会会則の改正について 

(３) 平成３０年度の事業報告について 

(４) 令和元年度の事業計画（案）について 

【報告事項】 

・屋島活性化事業の取組状況について 

・国・県・市・民間が一体となった今後の取組について 

公 開 の 区 分 ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

上 記 理 由  

出 席 委 員 

佃会長、岩佐副会長、佐々木監事、佐野監事（代理：東原

様）、石川委員、植江田委員、内田委員（代理：土居様）、岡

委員、笠井委員、新福委員、十川委員、中委員（代理：熊野

様）、中井委員、長井委員、永長委員（伊藤様）、長谷川委

員、原委員、原田委員、廣田委員、藤本委員（代理：岡崎

様）、森委員、吉田委員 

傍  聴  者 ３人 

担 当 課 及 び 連 絡 先 観光交流課観光エリア振興室 839-2417 

    

審議経過及び審議結果 

議事に先立ち、今年度新たに就任した委員の紹介を行った。 

 

次の議題について協議し、下記の結果となった。 

 

議事(１) 役員の選出について 

・魅力ある屋島再生協議会会則第５条第２項の規定に基づき、委員の互選により会長

を選出した。また、魅力ある屋島再生協議会会則第5条第3項の規定に基づき、会長の

指名により副会長及び監事を選出した。 

会長  佃 昌道 

副会長 岩佐 武彦 

監事  佐々木 正隆 

監事  佐野 正 

 

議事(２) 魅力ある屋島再生協議会会則の改正について ※資料１ 

・本協議会の会則改正（案）を事務局から説明。委員からの質疑・意見等はなく、承

認された。 
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審議経過及び審議結果  

議事（３） 平成３０年度事業報告について ※資料２，３ 

・平成３０年度事業報告について、事務局から報告し、収支決算の監査結果につい

て、監事から報告した。委員からの質疑・意見等はなく、承認された。 

 

議事（４） 令和元年度事業計画（案）について ※資料４，５ 

・令和元年度事業計画（案）及び収支予算（案）について、事務局から説明し、承認

された。 

 

報告事項 屋島活性化事業の取組状況について  ※資料６，７ 

     国・県・市・民間が一体となった今後の取組について  

・事務局から報告。 

 

【質疑・意見等】 

（委員） 

・屋島としてインバウンドにどう対応するのか。地域の受入態勢についてしっかりと

考えていく必要がある。 

 

（事務局） 

・インバウンドを意識した具体的な取組みは十分できていないというのが現状である

が、県内のインバウンドの宿泊者数が急増する中で、インバウンドを屋島に取込む

ことは、屋島山上入込客数を増加していく上で非常に重要な視点である。その足掛

かりとして、環境省の国立公園満喫プロジェクト展開事業に取り組んだ。 

 

（委員） 

・環境省としても、外貨獲得という国立公園指定当時の目的に返り、素晴らしい日本

の風景地を利用してもらうよう、ハード面・ソフト面の整備を進めている。 

 

（委員） 

・インバウンドを受け入れるからには、人材育成も検討課題になるのではないか。 

 

（会長） 

・ハード面の整備もそうだが、ソフト面をどのように考えていくのか、垣根を越えて

考えていく必要があるため、この協議会を積極的に開けるよう進めてまいりたい。 

 

（事務局） 

・インバウンドに屋島の魅力をどう伝えていくかが非常に重要な課題だと思ってい

る。大規模ではないが、源平屋島地域運営協議会の取組において、インタープリタ

ーの研修が始まっており、屋島山上拠点施設整備の進捗に併せて、人材育成につい

ても皆様と一緒に取組んでまいりたい。 
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審議経過及び審議結果  

（委員） 

・屋島山上拠点施設の入札が不調になり、工期が遅れるのではないかと心配してい

る。 

 

（事務局） 

・建設工事の開札結果は不調だったが、現在、再募集の手続きを行っている。当初の

予定では、６月議会で工事の承認を得て、７月以降に着工であったが、現在の予定

では、早くても９月議会で工事の承認を得て、１０月以降に着工となる。最終的な

工期は落札した業者と協議し、できるだけ早い完成を目指したい。 

 

（委員） 

・情報発信はどのように行っているか。また、夕方から夜にかけての対策はどのよう

に考えているか。 

 

（事務局） 

・屋島ナビのポータルサイトや Facebook で屋島の魅力を発信しており、アクセス数

も伸びている。また、源平屋島地域運営協議会の取組において、屋島を分かりやす

く紹介するポスターやチラシを作成し、観光関連施設に配布している。 

・屋島山上入込客数は夕方から減少しており、ＰＲが足りないという面もあるが、夕

食の時間帯でもあるため、その時間に来てもらうために何をすべきか掘り下げて考

えていきたい。 

 

（会長） 

・新展望台（北側）の支障木の伐採はどのようになるのか。 

 

（委員） 

・新展望台（南側）は、西側の景観を見られるよう伐採したが、新展望台（北側）の

大規模な伐採は予定していない。 

 

など  

 

―以上で審議終了―  

 

 

 

 

 

 

 

 


